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１．はじめに 

京都議定書の発効により，日本においても温室効果ガス（CO２，メタン他）の排出量削減義務が課せられた．そ

の具体的な内容としては，1990 年比で 6％削減といったものである．このことにより，各産業において CO２排出量

の削減が図られており，建設業においても，構造物の建設における CO２排出量の削減（環境負荷軽減）が求められ

ている． 

コンクリート構造物の建設にともなう環境への負荷を軽減する方法としては，材料そのものにリサイクル材料を

使用すること，施工性を改善し施工時の CO２排出量を削減することが挙げられる．さらに，コンクリートの耐久性

を改善し，可能な限り補修補強を不要とすることが建設以降の環境負荷軽減には有効と考えられる．すなわち，長

期的な視点で環境負荷を最小にするには，建設時だけでなく，コンクリート構造物のライフサイクル全般にわたる

環境負荷の軽減を目指さねばならない． 

 本稿は，北陸新幹線における橋梁工事「北陸幹（糸・黒），木流川 B 外４Cｐ製架他」の長桜架道橋への環境負荷

軽減コンクリートの適用について述べたものである． 

２．施工概要 

 本橋は，富山県朝日町の海岸線から約 4.5km

に位置するポストテンションPPC単純T桁橋で

ある．日本建築学会における凍害危険度は１以

下である． 

今回の長桜架道橋への環境負荷軽減コンク

リート適用の目的としては，CO２排出量の削減

と耐久性向上による長期的な視点での環境負荷軽減で

ある．主桁断面図を図－１に橋梁概要を表－１に示す． 

３．配合と施工計画 

本工事の配合計画においては，工場製作プレキャスト

部材用コンクリートとして開発された，早強セメントの

一部を高炉スラグ微粉末（4000cm2/g）に置換した早強性

高流動コンクリート（3H-CRETE）技術の応用を基本と

した． 

3H-CRETE は，早期強度発現性を有しつつ遮塩特性お

よび耐凍結融解特性に優れている．１）本橋に適用したコンクリートは，高流動化は図らずスランプ 15±2.5cm とし，

3H-CRETE と同等の水結合材比（w/B=35%），および高炉スラグ微粉末置換率（30%）とした．また，本コンクリー

トを適用するにあたり，高炉スラグを置換したコンクリートで特に重要となる養生については，散水養生を７日間

実施（図－２参照）することとした．                                   
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表－１ 橋梁概要 

図－１ 主桁断面図 
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 なお，効果の検証のため，本工事で同時期に施工した，通常の早強セメ

ントのみを用いたコンクリートを使用した竹ノ内架道橋（橋長 40m，T 桁）

との比較を行った． 

４．施工結果 

（１）水和熱 

図－３に水和熱履歴を示す．長桜架道橋の総 

結合材量は 450kg/m3であり，竹ノ内架道橋より 

多くなっているが，水和時の最高温度は低下し 

た．これは結合材の 30%に高炉スラグ微粉末 

（4000cm2/g）を置換していることにより，早強 

セメントと水和熱の最高温度発現時期にずれ 

が生じたためと考えられる．なお，脱枠後，架 

設後も主桁のひび割れは確認されなかった． 

（２）圧縮強度 

  図－４に圧縮強度の推移を示す．長桜架道 

 橋の圧縮強度は，竹ノ内架道橋に比べプレスト 

スの導入強度発現が遅延したものの（材令 3 日が 

材令 4 日），材令 28 日の圧縮強度は 40N/mm2に達 

し，設計基準強度 40N/mm2を満足した．プレスト 

レス導入強度（34 N/mm2）の発現時期の遅延は， 

水和熱履歴に示されるように，高炉スラグ微粉末 

（4000cm2/g）の置換により水和熱発生履歴曲線が 

緩やかになったためと考えられる．  

（３）建設時の CO２排出量原単位 

 表－２に使用材料のCO２排出量原単位比較表を 

示す．早強セメントのみを使用した通常配 

合の竹ノ内架道橋では，CO２排出量原単位 

が 343.7kg-C/kg となっているのに対し、環 

境負荷軽減コンクリートを適用した長桜 

架道橋では 249.7kg-C/kg となっている。こ 

れは主として，セメント量の差によるもの 

であり，高炉スラグ置換量に応じて CO２ 

排出量原単位が低下する結果となった． 

５．まとめ 

 本工事の特徴としては，早強セメントと 4000cm2/g の高炉スラグ微粉末という，どこでも入手可能な材料を用い

て，CO２排出量原単位の低減を可能にしたことが挙げられる．また本工事で使用したコンクリートは，高炉セメン

ト B 種を使用した場合に比べて，材料にかかる CO２排出量原単位は 19%程度大きいが，早強性や高強度というプレ

ストレストコンクリートの要求性能を満足できた．今後，プレストレストコンクリート橋の生涯環境負荷の算定方

法の開発が必要である。 
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図－４ 圧縮強度 

図－３ 水和熱履歴 

表－２ CO２排出量原単位比較表 

低減比

％

セメント 442 0.7655 338.35 315 0.7655 241.13 71%

高炉ｽﾗｸﾞ 0 0.0241 0.00 135 0.0241 3.25 -

粗骨材 1031 0.0028 2.89 1004 0.0028 2.81 97%

細骨材 726 0.0034 2.47 734 0.0034 2.50 101%

小計 - - 343.71 - - 249.69 73%

②/①材料
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